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令和７年度 第４回 養老町上下水道事業経営審議会（議事概要） 

 

と き 令和８年３月２日（月）    

１３時３０分～１５時２０分  

ところ 養老町役場 ３階第１会議室 

 

【出席委員】（敬称略） 

会長 後藤尚久  副会長 安田澄雄 

委員 大里裕幸  早崎 百合子 吉田太郎  野寺兼次  安田正 

    北村美幸  田中清博  石黒和子  田中とも子 森川一俊 

    佐竹憲子 

計１３名 

 

【挨拶】 

  川地町長より挨拶。 

 

【諮問書】 

 川地町長より後藤尚久会長へ水道料金の債権放棄、令和８年度養老町上水道

事業会計予算案、令和８年度養老町下水道事業会計予算案についての諮問書を

手交。 

 

【審議事項】 

１．水道料金の債権放棄について 

●事務局説明 

●質疑等 

Ｑ 人数と件数に差があるのは、１人で何口も滞納していたということ

か。 

Ａ 1 人で複数件あるために、件数に差異がある。 

Ｑ 追跡調査等は行っているのか。 

Ａ アパートに居住の方については、転居による休止の手続きの際、転居

先の住所まで聞き取りを行っている。また無届の方について、町内転居

先は追えるので、そこまで確認し、督促する。 

Ｑ 料金不納の使用者ついて、水道メーターの交換をしているのか。 

Ａ ８年に１度、交換している。 

Ｑ 集合住宅については仕方ないと思うが、古住宅で、空き家についての

把握はしているのか。また、その後の追跡調査で、今後利用するのかま
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で調べているか。 

Ａ 空き家の把握や使われるかどうかの確認は行っていない。 

Ｑ 電気・ガスが止めてある空き家のメーターを取り替えることについ

て、非常に遺憾に思うし、なんとか手を打たなければいけない。空き

家、空き地は最後どうなるか、今後住むのか、売るのかまで調べている

と思うが、意向調査はどうしているか。 

Ａ 空き家について、本人追跡で確認をしている。ただ、実際に連絡が取

れないところもあり、概ね 30 件ほど、空き家バンクへの登録有無や、引

き継ぎの状況も含めて調査をしている。 

Ｑ そのデータはあるのか。 

Ａ ある。 

Ｑ 一番危惧しているのは、空き家、空き地が多すぎることである。まち

づくりの中で空き地が多くなることへの対策や考えはあるのか。 

Ａ 国では、空き家に関する特別措置法が改正され、管理が行き届かない

空き家、空き地の増加を抑制し、「管理不全空き家」が放置されると、倒

壊や被害が及ぶことを防ぐという国の方針がある。現在は、住民からの

情報提供や、町の調査により、住宅の所有者に管理の啓発を行う。ま

た、住宅特例により住宅地の税が若干軽減される。しかし、法律に基づ

く措置により、「管理不全空き家」に指導、勧告、特定空き家等の認定が

なされると、住宅特例が外れ、税が上がる。養老町もその施策に対応

し、国と連携して、空き家対策の計画改定をしている。独居のお宅もあ

るので、今後増える可能性はあるが、「管理不全空き家」を抑制する流れ

はある。 

Ｑ 空き家、空き地のメーターも取り替えている件について、近隣市町の

状況は。休止していないところについては、空き家、空き地でも取り替

えるべきだが、電気・ガスが切られているところのメーター取り替えに

ついて、今後どうされるか。 

Ａ 日本水道協会岐阜県支部の県内調査で、交換しているが 16 市町、交換

していないが 17 市町。交換しないデメリットは、昔からの古い家等、当

時の書類、図面が残っておらず、メーター位置が把握できない等、維持

管理上、不都合が起こりうる可能性があり、既存のメーター位置の把握

に努めることを第一に考えたい。 

Ｑ 私債権である水道料金が回収不能なので、権利を放棄することを、今

回諮問されているということでよいのか。 

Ａ 水道料金は私債権であり、５年で不納欠損の会計処理をする。但し、

約束や誓約書により支払い続ける方を除く。転居して居所不明や、死亡
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により債権回収の可能性が無い方について、条例に基づき債権放棄を行

っている。 

Ｑ 今後、放棄となりそうな債権はどれくらい控えているか。今回は平成

25 年～平成 27 年だが、増加傾向にあるのではないか。 

Ａ  昨年度の債権放棄金額は、648 万 2,000 円で、今回は 370 万と半減し

ている。年によってバラつきはあるが、今後増えるという形ではないと

思う。未納金については、督促や給水停止等の処理を行っている。今年

度も 10 件給水停止した。今後も使用料の収納に万全を期したいと考え

る。 

Ｑ 空き家や死亡が判明した時点から、催告等をする際、どのくらいの期

間か。 

Ａ 催告は、未納の方に年２回通知する。通常の納付忘れだとすぐに支払

うが、死亡等、連絡が全くつかない方は、そのまま残る。その状態が５

年続くと、法律上、債権は放棄される。また、催告を送り、そこから反

応がない方は給水停止処理に動く。それにまた時間がかかるため、年２

回としている。 

Ｑ 長期間使っていなくても、基本料金はかかるのか。 

Ａ 使っていなくても、開栓中であれば基本料金はかかる。 

Ｑ 使っていないのに、基本料金だけとるのはどうか。 

Ａ ５回以上未納の方に対し、給水停止等の措置が取れるように動いてい

る。 

Ｑ 滞納者に外国人もいるのか。 

Ａ 外国人の方で町内に住んでいる方もいる。２年前には給水停止を行っ

た。 

Ｑ 支払いができない方について、給水停止までには何か月ぐらい猶予が

あるか。電気・ガスはすぐで切ってしまうと聞いたが、水道の場合、期

間はどのくらいか。 

Ａ 最初の催告は約２週間の猶予があり、通常だとその間に必ず連絡いた

だける。２週間の間に連絡があった方には、生活状況等聞き取った上で

支払いを約束するので、給水停止はしない。連絡が取れず、状況が不明

な方は給水停止する。 

Ｑ メーターの検針を隔月請求に変更する件について、人件費（検針の委

託料）は安くなるかもしれないが、漏水があった場合、（発見が遅れ）請

求金額が大きくなる可能性があるが、どう考えているか。 

Ａ 今後、他市町の状況を調査した上で、隔月検針についての審議を挙げ

ることも含め、前出しをさせていただいた。漏水の発見が遅くなり、水
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道料金が跳ね上がることは想定できる。どのような対応をするかも含め

て他市町に調査した上で、対策を含め審議したいと考えている。 

（意見） 

・漏水の件は、メーター検針の折に分かるはずなので、隔月検針にする

と、発見に時間がかかるのではないか。債権放棄の件は、費用対効果

で、370 万円の範囲で回収できれば、費用がペイできるが、それ以上か

かるのなら債権放棄した方がいいと思う。 

●採決 

「水道料金の債権放棄については、事務局案のとおりとする。」 

 （挙手全員） 

 

２．令和８年度養老町上水道事業会計予算(案) 

●事務局説明 

●質疑等 

Ｑ 検針業務は何人で行っているのか。 

Ａ 現在、検針業務は業者に委託しており、25 人程度で、委託先が雇って

いる。 

Ｑ 年間契約か。 

Ａ 複数年契約です。 

Ｑ 戸数やメーターの数で委託契約を結んでいるのか。 

Ａ そうです。 

Ｑ 検針を行う際、漏水の有無はわかるはずだ。業者とそういったデータ

のやり取りはあるのか。 

Ａ 検針員が確認し、漏水が疑われるところは報告をもらい、現地確認に

行く。また、発見の際には検針員が「漏水の疑いがあり」という案内を

検針票と一緒に入れている。 

Ｑ 検針員は使用の有無やメーターの場所を把握しているはずだ。休止中

メーターも把握しているのではないか。 

Ａ 今後、休止中の使用者についても、課題を整理したいと考えている。 

Ｑ 昔は手書きでやっていたが、現在の検針方法は。 

Ａ 現在はハンディーターミナルという小さい機械に入力し、検針票を出

している。 

Ｑ ハンディーターミナルには料金も一緒に表示されるのか。 

Ａ 表示される。今年度新たに更新したので、来年からスマホタイプに変

わる予定。 

（事務局より案内） 
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・検針員はメーター値を見るだけでなく、水が動いていると回る「パイロ

ットマーク」を確認する。本来は各家庭でも見ていただきたいが、おそ

らくご案内しても、実際に見る家庭は少ないため、検針員が検針の都度

「パイロットマーク」を確認し、回っていると漏水を疑う。また検針員

は、前月や、前年同月使用量比較ができるため、異常値の際は検針票で

案内し、また、私どもの方にもフィードバックがある。その際は直接行

って確認する。 

Ｑ 漏水時は使用者が負担するのか、配管が悪ければ役所が負担するの

か。取り決めはあるのか。 

Ａ 基本的にはメーターが回った分はお客様負担。知らずに漏れていた場

合も、メーターが回った場合はお客様負担になる。それは空き家も同

じ。給水装置の権利は所有者にあり、個人で管理していただくことにな

る。そこで漏水があった場合、使用者負担になるので、日ごろの管理を

お願いしたい。余談だが、現在増えつつある節水型の機器を利用して、

各家庭の負担を減らす取り組みができればと思っている。 

Ｑ 消防の練習等により消火栓使用し、上水道が濁った場合はどうなるの

か。 

Ａ 原則、赤水が出た場合は使用者側の負担となる。但し、例えば消火活

動等、不可抗力による場合、濁りが解消するまで排水した負担を減免す

る場合がある。減免量はその濁りの状況によっても違うため、都度ご案

内させていただく。 

Ｑ その際、この時からこの時まで濁っていたというメーターのチェック

はしなくてよいのか。 

Ａ 各戸について確認を取ることは不可能なため、放水量を想定し、その

都度濁り度合いに応じて、区域一律で決定する。 

●採決 

「令和８年度養老町上水道事業会計予算(案)については、事務局案のとおり

とする。」 

 （挙手全員） 

 

３．令和８年度養老町下水道事業会計予算(案) 

●事務局説明 

●質疑等 

Ｑ 給水戸数は 9,517 戸に対し、下水は全体で 2,040 件の使用でよいか。 

Ａ 上水道を使っても下水道を使わない方がいる。2,040 件は「公共下水

道分と農業集落排水分のみ」の件数である。 
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（意見） 

・提示資料だと、利益の計上額等がよくわからない。個別明細において

も、費用と収入の額が分かるだけだ。詳細や前年対比があるとわかりや

すい。 

Ｑ 企業でいう収入と支出においては、本業がプラスになるのは、前回ま

での会議で決めた、下水道料金改定が寄与すると考えてよいか。 

Ａ 収益的収入、営業収益の下水道使用料において、前年度比較で 2,000

万円ほど増加するが、この 2,000 万円が使用料改定によって増えること

になる。また、一般会計の負担金や、営業外収益の一般会計負担金、他

会計補助金の金額がそれぞれ 75 万 3,000 円と 834 万 7,000 円減となり、

ここが収益改善される部分となる。 

Ｑ 実は上水道事業の方が、欠損幅がきつくなるのではないか。今度は上

水道事業における価格改定の審議を考える必要があるのではないか。 

Ａ 直近では西部簡易水道区域の統合にかかる工事により莫大な金額がか

かり、大きな影響を受ける。また、令和７年度も水道料金システムの更

新により数千万円計上し、その影響もあったが、それも今年度で終わ

り、今後支出は減る見込みだ。 

（意見） 

・上下水とも、営業外収益がわかりづらい。営業収益は普通の実入りで、

企業でいう売上だが、営業外収入は実際にお金が動いてないものが含ま

れる。例えば、長期前受金戻入は減価償却に似て実際はお金が動いてい

ない。だから、事業の本当の収益力と、財務として健全なのか判断する

には、少し配慮があるとよい。 

・民間のバランスシートなら分かるが、会計方法が民間と違い、表示が独

特なので非常に見にくい。また、大まかな要因の説明があればいいと思

う。 

（事務局） 

・次回以降の資料は見やすく提示する。事前の資料配布の件は、予算を議

会上程する関係で、事前に情報が広がるのを防ぐため、配布を控えてい

る。今後、分かりやすい概要版を作成していく予定である。ご理解いた

だきたい。 

（意見） 

・下水処理について、町も高度処理型合併処理浄化槽を推進しているが、

今後、下水管の延長はしないことを周知し、協力してもらうしかないと

思う。公平性を考慮すれば全区域に下水道を引くべきだが、人口減少に

より現実には無理だ。 
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・全国的にも似た状況の自治体がある。過疎化のなか、理解してもらうた

めには状況を公表するべきだ。公平性を欠くことは良くないが、その理

解を得るような方法をしないと反発があると思う。町報等にて説明して

いるが、現状が苦しいという状況は知らせるべきだ。 

●採決 

「令和８年度養老町下水道事業会計予算(案)については、事務局案のとおり

とする。」 

 （挙手全員） 

 

～～暫時休憩～～ 

 

【再開】 

４．答申書(案) 

●事務局説明 

令和８年３月 養老町長 川地 憲元様。養老町上下水道事業経営審議会 

会長 後藤尚久。令和８年３月２日付 養水第 454 号にて、当審議会に諮問

された標記の件については、下記の通り答申します。 

(1)水道料金の債権放棄について 

債権放棄の実施にあたり、その債権者が行方不明である場合や、死亡して

いる場合など、著しく債権回収が困難なものとし、債権回収できるものは徴

収に努めるという方向性のもとに、平成 25 年度から平成 27 年度までの債権

放棄対象 94 人、913 件、370 万 8,282 円について、具体的な債権放棄の理由

などを含め、審議を行いました。 

審議の結果、今回実施する予定の債権放棄額については、原案の通り承認

するものと決定しましたので、答申します。 

(2)令和８年度 養老町上水道事業会計予算(案)について 

(3)令和８年度 養老町下水道事業会計予算(案)について  

令和８年度 養老町上水道事業会計予算(案) 及び 令和８年度 養老町下

水道事業会計予算(案)について、令和８年３月議会に議案として上程するに

あたり、審議を行いました。 

審議の結果、当該予算案については原案の通り承認するものと決定しまし

たので、答申します。 

 

●質疑等 

Ｑ （1）水道料金の「債権回収が困難なものとし」というところは、これ

でよいか。 
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Ａ 「(1)水道料金の債権放棄について、債権放棄の実施にあたり債権回収

できるものは、徴収に努めておりますが、債権者が行方不明である場合

や死亡している場合など著しく債権回収が困難な、平成 25 年度から平成

27 年度までの債権放棄対象 94 人、370 万 8,282 円について、具体的な債

権放棄の理由などを含め審議を行いました。」とします。 

（意見） 

・審議会を実施し、首長に対して、現状を踏まえた答申を出す。町への要

望等は議会側が出すのかは不明だが、審議会で提言し、意見を通しても

らいたい。 

・審議会は町長に対して答申し、町長が議会に諮る。審議会という性質

上、我々が議会に直接意見することは絶対あり得ないことだ。 

（事務局） 

・予算は、今後予算委員会で上下水道の予算審議があるので、審議会での

結果を報告し、検討します。 

 

●採決 

「答申書(案)については、事務局案のとおりとする。」 

 （挙手全員） 


